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経済 350 → 450 → 390（原則400のところを10減）
経営 350 → 450 → 390（原則400のところを10減）
人英 80 → 100 → 100（原則90のところを10増）
人社 100 → 120 → 120（原則110のところを10増）
































































































年 度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014
定 員 160 160 160 160 160 160 100 100 100
入学者 159 134 113 90 83 78 83 128 126
充足率 99．4 83．8 70．6 56．3 51．9 45．6 83．0 128．0 126．0
118 松山大学論集 第29巻 第2号
年度 2015 2016 2017
定員 100 100 100
入学者 106 100 100
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